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ネ この論文は， Journalol the Japanese and International Economies (JJIE)， VoI. 3， 1989， 














るということは， 日本に特有の現象であり， したがってまた， 日本人の文化的
ないし歴史的な特異性からのみ説明されうるものである」というものである。
上記の第1の通念についていうと，そうした考えを裏書しているかに見える























(supp1ier) Jとよぶことにしよう o この論文では，この研究の目的から見て適























で，この間いに取り組み， r関係特殊的技能 (relation-specificskill) Jという
概念を定式化するo Vの節では，この論文で提示された諸結果乞既存の理論
的文献にどのように関係づけることができるかを示す。第1に，青木が1988年

















































































































































































X (a)電子レンジ 高い 大
(b)洗濯機 非常に高い 大
(c)電子炊飯器 高い 大
Y (a)普通紙複写機 低い 大
(b)現金自動支払い機その他の省力機器 低い
(c)メーターおよびコンプレッサー 非常に高い 非常に大




























































































































































































































分法が存在していることに注目しよう o それは， •• (1) 中核企業が供給する図面
にじたがって外部のサプライヤーが製造する部品と T (2) 当のサプライヤー自
身が作成し中核企業が承認する図面にしたがっで外部のサプライヤーが製造オ
る部品への二分法である。 (1)の中で出てくる図面は「貸与図 (DrawingsSup-
plied)jとよばれ， (2)の中で出てくる図面は「承認図 (DrawingsApproved) j 
とよばれているから， われわれは(1)のタイプの部品を「貸与図の部品 (DS




















































































































































ゴ 貸与図の部品 承認図の部品 の品
リ




提買はカ手売供タ企手すロ業。るグ類 が工程に 貸与図を は工程に の中間領 工程につい
ついても 基礎に工 ついて相 域 て限られた
基
詳細に指 程を決め 当な知識 知識しか持 選。入中んすかでる購ら準 示する る る を持つ たない
サブアセ 小物プレ 内装用プ 座席 ブレー キ，











































































































































































































































































日本におけるメーカーとサプライヤーとの関係 (33) 33 
減させる能力から構成されるo
こうして 1から 3までの小節で展開した記述によると， Xt， X2， X3，お
よび X4は， それぞれ， 少なくとも二つの成分を持っているO しかし， 単純
化のため，今後は Xi(i=l，…，:4)を，あたかもそのおのおのが一つの成分だ、
けから構成されているかのように扱うことにし，この成分がとる水準の値を
め (i=l，…， 4)によって表わすことにしよう D
あるサプライヤーが蓄積し，ある所与の中核企業との取引において発揮しう
る関係特殊的技能を，私は (Xl1 X2， X3， X4) によって定義し，かっそのサプ






定義により， X1は，この取引と無関係であるo他方，X2， Xaおよび X4は，
すべて関係を持つo いいかえると，この部品を供給するある特定のサプライヤ
ーの関係特殊的技能は，X2， X3， X4がそれぞれなんらかの正の値を持つベク
トノレ (0，X2， X3， X4)によって表わすことができるo 次に，問題の部品が市販







トノレ (0，0， X3， 0)によって表わすことができる。最後に，問題の技能が承認
図の部品であったとしよう o そのとき， Xl1 X2， Xa，および X4のすべてが関
34 (34) 第145巻第l・2号
係してくるo したがって，問題のサプライヤーが持つ関係特殊的技能は，すべ





































部品の主要カ X1 X2 X3 X4 
開発段階の初期の局面で 開発段階の後期の局面で 生産段階で行われる納入 生産段階で行われる価格
テゴリー 行われる相互作用を通じ 行われる相互作用を通じ のさいに目に見えるもの 再交渉のさいに目に見え
て目に見えるものとなる て目に見えるものとなる となる諸能力 るものとなる諸能力
諸能力 諸能力
市販品タイプ (中核企業から見て可視 (中核企業から見て可視 1.品面を保証する能力 〈中核企業から見て可視
性が低い〉 性が低い〉 2.タイムリーな納入を 性が低い〉
の部品 保証する能力
1.中核企業から出され 1.承認を受けた図面に 1.品質を保証する能力 1.工程改善を通じて原
た仕様に応じて製品を もとづき工程を開発す 2.タイムリーな納入を 価を低減させる能力
開発する能力 る能力 保証する能力 〈可視性は高い場合か





〈関係なし〉 1.貸与された図面にも 1.品質を保証する能力 1.工程改善を通じて原
とづき工程を開発する 2.タイムリーな納入を 価を低減させる能力






























bents)Jと名づけよう o 単純化のため，この中核企業は，ただ 1種類の最終生
産物だけを製造しているものと仮定しよう o われわれが見たように，現任のサ

























































































るo それは， (1)利潤マージン効果と， (2)付加価値効果であるo
利潤マージン効果は，基本的に，命題4によって与えられている D 命題4に
微少な手直しを加えることにより，私は次の命題を提出する。
命題5. 1とmで二つの相異なる部品種類を表わすことにしよう o 1は，貸
与図部品カテゴリーあるいは承認図部品カテゴリーの， どちらか一方に属
しているものとしよう o さらに mは 1が属している主要カテゴリーよ
りも表2の上で右方にある，別の主要カテゴリーに属しているものとしよ
うo最終生産物の付加価値構成の中で lが占めるウエイトとmが占めるウ
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